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乗合バス  5.8％

乗合バス  1.5％

乗合バス  5.4％

自家用自動車　46.9％　

自家用自動車　56.3％　

自家用自動車　92.3％　

を
利
用
す
る
こ
と
が
自
動
車
を
保
有
す
る
こ
と
よ

り
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
地
方
都
市
で
は
そ
の

逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、「
社

会
的
ジ
レ
ン
マ
」
の
存
在
を
考
え
、
解
決
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
」
と

は
「
長
期
的
に
は
公
共
的
な
利
益
が
低
下
す
る
が
、

短
期
的
な
自
分
の
利
益
を
増
進
さ
せ
る
行
為
」
と

「
自
分
の
利
益
は
低
下
す
る
が
公
共
的
な
利
益
の

増
進
に
寄
与
す
る
行
為
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
状
況
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
問
題
に
関
わ
っ
て
く
る
問
題
の
こ
と
で
す
。

　
「
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
」
の
考
え
を
地
方
の
公
共

交
通
問
題
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、「
環
境
面
や

安
全
性
を
考
え
る
と
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る
方

が
良
い
と
思
う
が
、
少
し
の
渋
滞
を
辛
抱
し
て
で

も
、
や
は
り
自
動
車
が
便
利
で
快
適
で
あ
る
と
考

え
て
し
ま
う
。
結
果
的
に
自
動
車
で
の
移
動
を
選

択
す
る
方
が
多
く
な
り
→
公
共
交
通
の
利
用
者
が

減
少
→
赤
字
路
線
拡
大
→
赤
字
路
線
の
撤
退
→
利

便
性
の
低
下
→
利
用
者
の
減
少
」
と
い
う
形
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
種
々
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
な

ぜ
、
地
域
公
共
交
通
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
「
公
共
交
通
」
を
道
路
・
上
下
水
道
な

ど
の
「
社
会
基
盤
」
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
み
る

と
、「
自
動
車
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

住
民
に
お
い
て
「
公
共
交
通
」
は
重
要
な
移
動
手

段
で
、
重
要
な
「
社
会
基
盤
」
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通
の

充
実
は
、「
に
ぎ
わ
い
」「
環
境
」
な
ど
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
」
の
解
消
に
つ
い

て
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
が
さ

ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
き
く
２
つ

の
方
法
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
が
「
バ
ス
の
運
行
本
数
、
料
金
な
ど
の
環

境
的
要
因
を
変
え
る
方
法
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ

が
「
行
動
を
決
め
て
い
る
責
任
感
・
態
度
・
良
心

な
ど
の
心
理
的
な
要
因
に
働
き
か
け
る
方
法
」
で

す
。
今
回
の
実
証
実
験
で
は
、
主
に
環
境
的
な
要

因
を
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
心
理
的

な
要
因
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
地
域
の
公
共
交
通
は
民
間
の
交
通
事

業
者
が
中
心
と
な
り
支
え
て
き
ま
し
た
が
、
自
治

体
・
住
民
が
積
極
的
に
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今

回
の
実
証
実
験
を
よ
い
機
会
と
し
て
自
治
体
・
住

民
が
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
公

共
交
通
を
「
上
手
」
に
利
用
す
る
方
法
を
考
え
る

と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
方
が
こ
れ
か
ら
の
「
地

域
公
共
交
通
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

地域公共交通
の充実

にぎわいある
まちづくり
に貢献

環境負荷を軽減
するまちづくり

に貢献

地域の一体性を強
化するまちづくり

に貢献

地域の安全を
高めるまちづくり

に貢献

高齢者や障害者に
優しいまちづくり

に貢献

暮らしやすい
まちづくり
に貢献

出
典
：
地
域
公
共
交
通
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　（
国
土
交
通
省
自
動
車
交
通
局
）

輸送機関分担率

出典：四国の公共交通（国土交通省四国運輸局）

　

戦
後
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
、
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
容
し
ま
し
た
。
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
し
、
バ
ス
会
社
は
赤
字

経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
路
線
廃
止
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
公
共
交
通
空
白
地
が
多
く
存
在
す
る
阿
南
市
で
は
、
交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る

高
齢
者
な
ど
の
足
の
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
阿
南
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
は
、
平
成
21
年
３
月

に
地
域
公
共
交
通
の
活
性
を
図
る
た
め
の
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を

策
定
し
、
循
環
バ
ス
の
実
証
実
験
の
調
査
・
検
証
を
通
じ
て
公
共
交
通
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
利
用
な
く
し
て
存
続
な
し
」
と
も
い
わ
れ
る
地
域
公
共
交
通
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
大
き
な
意
味
で
交
通
を
と
ら
え
る

と
、
陸
・
海
・
空
の
各
交
通
網
か
ら
な
る
全
体
的

な
交
通
網
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
都
市
あ

る
い
は
地
域
に
目
を
向
け
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
交

通
手
段
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
を
交
通
と
示
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
都
市
あ
る
い
は
地
域

に
は
「
自
転
車
」「
バ
ス
」「
鉄
道
」
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
通
手
段
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
都
市
あ
る

い
は
地
域
の
特
性
・
実
情
に
合
わ
せ
て
適
切
に
配

置
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
交
通
体
系
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
共
交
通
機
関
と
自
動
車
の
利
用
割
合

に
つ
い
て
着
目
し
た
場
合
、
首
都
圏
な
ど
の
日
本

三
大
都
市
圏
は
公
共
交
通
利
用
率
が
高
く
自
動
車

利
用
割
合
が
低
い
の
に
対
し
、
地
方
都
市
は
公
共

交
通
利
用
率
が
低
く
自
動
車
利
用
率
は
圧
倒
的
に

多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、

・
都
市
圏
で
は
公
共
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
る

が
、
地
方
都
市
で
は
未
発
達
で
あ
る
。

・
都
市
圏
は
交
通
渋
滞
が
激
し
く
、
駐
車
料
金
が

高
い
な
ど
の
理
由
で
自
発
的
に
自
動
車
利
用
が

抑
制
さ
れ
る
。

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
都
市
圏
で
は
公
共
交
通

よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

【
特
集
】

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
る

な
ぜ
、

公
共
交
通
は
必
要
な
の
か 阿南市地域公共交通協議会

委員　加藤 研二 さん
（阿南工業高等専門学校）
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70歳代
65.4％

無職  46.2％週に２～３回
42.3％

通院  38.0％

その他  8.0％

趣味・娯楽
13.0％

週１回程度
23.1％

買い物
31.0％

ほぼ毎日
19.2％

月に２～３回  7.7％

60歳代
26.9％

専業主婦
30.8％

自営業（農業・
商工業等）7.7％

通勤・通学
2.0％年に数回  3.8％

不明  3.8％
年１回程度  0.0％

不明  3.0％

業務  5.0％ 会社員等勤め人  7.7％

不明
7.7％

学生  0.0％

 50歳代  3.8％ 40歳代  3.8％

月１回程度  0.0％

凡　例

徳島バス
徳島バス阿南

阿波福井駅

新野駅

桑野駅

阿波橘駅

見能林駅

阿南駅

阿波中島駅

西原駅

羽ノ浦駅

■
利
用
状
況

　
「
循
環
バ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

で
は
、
循
環
バ
ス
の
利
用
者
の
約
６
割
が
女

性
で
、
全
体
の
９
割
以
上
が
60
歳
以
上
の
高

齢
者
で
し
た
。
職
業
は
、「
無
職
」ま
た
は「
専

業
主
婦
」
が
約
８
割
で
、
７
割
近
く
の
方
が

「
通
院
」
や
「
買
い
物
」
を
目
的
に
バ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
利
用
実
態
は
「
週

に
２
〜
３
回
」
が
最
も
多
く
、
病
院
や
商
業

施
設
等
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
バ
ス
利
用
者
」
は
運
賃
よ
り
利

便
性
の
向
上
を
求
め
、「
未
利
用
者
」
は
利

便
性
よ
り
運
賃
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

■
課
題
点
と
今
後
の
取
組

　

実
証
運
行
で
は
、
循
環
バ
ス
が
「
市
民
の

足
」
と
し
て
徐
々
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

課
題
は
、
バ
ス
利
用
者
の
利
用
率
向
上
と

未
利
用
者
へ
の
乗
車
意
欲
の
向
上
を
同
時
に

進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
一
足
飛
び
に
い
か

な
い
の
が
現
状
で
、
非
常
に
難
し
い
課
題
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
得

ら
れ
た
「
女
性
」「
高
齢
者
」「
通
院
・
買
い

物
」
が
解
決
へ
の
糸
口
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
も
、
循
環
バ
ス
無
料
乗
車
の
実
施
な

ど
に
よ
る
啓
発
活
動
や
、
商
業
施
設
と
の
割

引
制
度
の
導
入
な
ど
を
通
じ
て
、
本
市
に
最

も
適
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
、
持
続
で
き
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

阿南市公共交通路線（航路）図

【 利用実態 】 【 年 齢 】【 職 業 】【 目 的 】

「循環バスに関するアンケート調査」

・徳島バス
・徳島バス阿南
・伊島連絡船

市
の
施
策

　

全
国
各
地
で
公
共
交
通
と
呼
ば
れ
る
鉄
道
や

路
線
バ
ス
、
旅
客
船
航
路
は
、
急
速
に
進
む
少

子
高
齢
化
や
車
社
会
の
進
展
等
に
よ
り
、
運
行

事
業
者
単
独
で
の
運
営
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
昭
和
60
年
８
月
に
廃
止
さ
れ
た

加
茂
谷
、
長
生
、
大
潟
、
淡
島
方
面
へ
の
路
線

バ
ス
お
よ
び
、
平
成
16
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
た

椿
、
新
野
方
面
へ
の
路
線
バ
ス
を
維
持
す
る
た

め
、
運
行
事
業
者
に
対
し
て
財
政
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、伊
島
連
絡
船
航
路
や
徳
島
・

阿
南
・
那
賀
間
を
結
ぶ
地
方
バ
ス
路
線
の
運
行

事
業
者
に
対
し
て
も
財
政
支
援
を
行
い
、
市
民

生
活
の
足
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
利
用
者
に
対
し
て
は
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
（
所
得
制
限
あ
り
）
を
対
象
に
特
定
福

祉
回
数
乗
車
（
船
）
券
を
交
付
す
る
な
ど
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
公
共
交
通
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
数
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
り
、
地
域
公
共
交
通
の
お
か
れ
た
状

況
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。　

阿
南
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
の
取
組

　

平
成
20
年
８
月
に
設
置
し
た
阿
南
市
地
域
公

共
交
通
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」）
で
は
、

安
全
・
安
心
で
快
適
な
地
域
公
共
交
通
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
阿
南
市
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
を
策
定
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
性

化
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
11
月
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
行

っ
た
循
環
バ
ス
実
証
運
行
で
は
、
運
行
計
画

の
見
直
し
等
に
よ
り
利
用
者
数
が
増
加
す
る

と
い
う
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
足
と
し
て
定
着
さ

せ
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
取
組
の
強
化
が

必
要
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
実
証
運
行
期
間
中
に
行
っ
た

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
か
ら
、

利
用
実
態
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新
た

な
課
題
点
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
運
行
計
画
の
見
直
し

　

実
証
運
行
を
開
始
し
て
３
カ
月
後
の
平
成

22
年
１
月
、
阿
南
共
栄
病
院
玄
関
前
か
ら
の

乗
車
が
可
能
と
な
り
、
利
便
性
が
向
上
し
ま

し
た
。
同
年
10
月
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
中
島
駅
お

よ
び
羽
ノ
浦
町
宮
倉
を
新
た
に
経
由
し
、
平

成
23
年
11
月
か
ら
は
、
辰
巳
工
業
団
地
の
バ

ス
停
を
廃
止
し
て
春
日
野
団
地
を
経
由
す
る

路
線
へ
と
変
更
し
て
い
ま
す
。

　
■
利
用
者
数
の
推
移

　

こ
う
し
た
運
行
計
画
の
見
直
し
は
、
利
用

者
数
の
伸
び
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

循
環
バ
ス
一
カ
月
当
た
り
の
平
均
乗
車
人

員
は
、
平
成
21
年
度
が
４
８
４
人
、
平
成
22

年
度
が
６
５
９
人
、
平
成
23
年
度
が
７
７
４

人
と
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
バ
ス
を
必
要
と

す
る
人
に
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
利
用
増
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
の
現
状
と
取
組

実
証
運
行
か
ら
市
民
ニ
ー
ズ
と
課
題
点
を
探
る

　

な
か
で
も
、
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

だ
の
が
公
共
交
通
空
白
地
の
解
消
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
居
住
地
が
市
街
地
以

外
に
市
全
体
に
分
散
し
て
広
が
り
、
鉄
道
や

路
線
バ
ス
の
公
共
交
通
に
よ
る
移
動
の
不
便

な
地
域
が
多
く
、
こ
う
し
た
地
域
で
車
を
利

用
で
き
な
い
方
に
対
す
る
生
活
の
足
の
確
保

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
こ
う
し
た
空
白
地
を
解
消

す
る
た
め
、
平
成
21
年
11
月
か
ら
阿
南
駅
を

中
心
に
市
内
北
部
エ
リ
ア
を
循
環
す
る
路
線

バ
ス
を
導
入
し
、
実
証
運
行
を
実
施
。
ま
た
、

平
成
23
年
４
月
か
ら
新
野
方
面
へ
の
路
線
を

一
部
見
直
し
、「
西
光
寺
」
を
経
由
し
て
「
喜

来
」
ま
で
運
行
す
る
路
線
を
新
設
す
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

【
取
り
組
む
べ
き
主
な
課
題
】

・
新
規
バ
ス
路
線
の
実
証
運
行

・
需
要
に
応
じ
た
運
行
方
式
の
導
入

・
乗
り
や
す
い
低
床
バ
ス
の
導
入

・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
バ
ス
路
線
の

再
編

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

・
公
共
交
通
の
利
用
と
乗
換
情
報
の
強
化
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
の
導
入

・
商
業
者
等
と
連
携
し
た
利
用
促
進
の
企

画
実
施

・
市
民
参
加
型
円
卓
会
議
の
設
置

・
自
家
用
有
償
運
送
の
啓
発
・
導
入
支
援

・
運
転
免
許
返
納
者
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
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実証運行期間の乗車人員の推移
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勤労女性センターからのお知らせ
●平成24年度教養講座受講生募集のご案内

受　講　料　年間1,000円	 ※教材費、実習費等が別途必要です。
申込締切日　３月16日㈮　	※申込順

教室名 講　師 開　講　日 定員（人） 内　　　　容　　　　等

コーラス 筒井　長幸
毎月第２・４日曜日
14:00 〜 15:30

50 市内在住の女性ならどなたでも参加いただけます。

編 み 物 斎藤　千恵
毎月第２・４金曜日
9:00 〜 12:00

20
初心者の方も手作りのセーターなどに挑戦してみ
ませんか。

茶 道
（裏千家）

内村　宗豊
（泰子）

毎月第２・４水曜日
13:30 〜 16:00

10
一椀の茶で心静かなひとときを。
初心者の方も気軽に始めてみませんか。毎月第２・４土曜日

9:00 〜 12:00
10

三 味 線 佐野　接子
毎月３回（金曜日）
19:00 〜 20:00

10 初心者の方、挑戦してみませんか。

草木染め 岡本多恵子
毎月第４月曜日
9:30 〜 12:00
（12 月は休み）

10
草木や藍で自然の色を染め、座布団やクッション、
スカーフ、バッグを作りましょう。（初心者）

いけばな
（華道）

米田　久甫
（久子）

毎月第１木曜日
13:00 〜 16:30

10
四季の花を楽しく生ける体験をしてみませんか。
お子様または親子ペアも歓迎します。毎月第１木曜日

18:00 〜 21:30
10

平
成
24
年
度

バ
ス
無
料
乗
車
券
の
交
付

　

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
生
き
が
い

を
持
ち
、
一
層
の
社
会
参
加
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
者
福
祉
特

定
回
数
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象　
市
内
在
住
の
満
70
歳
以

上
の
方
で
、
平
成
23
年
度
の
市
民
税

所
得
割
額
が
５
万
円
以
下
の
方

利
用
で
き
る
交
通
機
関　

徳
島
バ

ス
・
徳
島
バ
ス
阿
南
（
循
環
バ
ス
を

含
む
）
が
運
行
す
る
市
内
の
全
路
線

申
請
受
付
開
始
日　
３
月
21
日
㈬

申
請
方
法　
申
請
書
（
な
が
い
き
課

ま
た
は
各
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
等

に
備
え
付
け
）
を
各
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
代
理

申
請
の
場
合
は
、
本
人
お
よ
び
代
理

人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
平
成
23
年
度
分
の
乗
車
券
（
残
券

等
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
申
請
時
に

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

乗
車
券
の
交
付　
申
請
書
を
受
理
後
、

窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
各

支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
等
で
受
け
付

け
し
た
分
は
、
後
日
郵
送
と
な
り
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
な
が
い
き
課
（
☎

22

−

８
０
６
４
）
へ

申込み・問い合わせは　勤労女性センター（☎・FAX 44−5611）へ

講　　師　阿南共栄病院　看護師・理学療法士
募集人数　50人（申込順）
受 講 料　無料
持 参 物　タオル（汗ふき用）、飲み物、ズボン着用
申込締切　３月10日㈯　正午まで

●草木染め教室（教養講座）の作品展…２階　図書室
　日　時　３月11日㈰　10:00〜15:00
　内　容　草木染めで染めたスカーフ、小物など１年間のいろいろな作品を展示します。
　　　　　草木染めの体験ができます。
　
●健康講座のご案内…１階　大和室
　日　時　３月24日㈯　10:00〜11:50

（10:00〜10:40 健康チェック、10:50〜11:50 健幸体操）

　内　容　健
けん

幸
こう

体操…「元気な身体作り」
（肩こり・腰痛・筋力アップ・阿波踊り体操等トークを交えて楽しく）
※健康チェック…体脂肪・血糖・検尿・血管年齢・骨密度等

　

生
活
交
通
の
ほ
と
ん
ど
を
自
家
用
車
で
賄

う
こ
と
が
で
き
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
の
波
に
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
、
真
剣
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
抱
え
て
い
る
多
く
の
自

治
体
で
は
、
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
て
ル
ー

ト
や
時
間
を
変
え
て
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
バ

ス
や
、
タ
ク
シ
ー
、
ワ
ゴ
ン
車
な
ど
を
活
用

し
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
地
理
的
条
件
や

人
口
、
運
行
経
費
な
ど
の
点
を
考
慮
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

離
島
を
有
す
る
自
治
体
で
も
、
島
民
の
生
活

を
支
え
る
海
の
道
と
し
て
連
絡
船
が
利
用
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
交
流
事
業
や
観
光

事
業
な
ど
を
通
じ
て
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
地
域
公
共
交
通
が
い
っ
そ
う

必
要
と
さ
れ
る
時
代
が
訪
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
一
方
で
、
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
交
通

事
業
者
の
経
営
悪
化
を
ど
う
食
い
止
め
る
か
、

課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
26
・
49
％
（
１
月
末

現
在
）
で
、
４
年
後
の
平
成
28
年
に
は
30
％

台
に
到
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
地
域
公
共
交
通

を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

様
の
理
解
と
応
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
民

一
人
一
人
が
公
共
交
通
を
意
識
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
阿
南
市
の
交
通
体

系
を
維
持
・
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
未
来

に
受
け
継
い
で
い
け
る
の
で
す
。

　

地
域
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
公
共
交
通

と
は
何
か

−
−。

こ
れ
か
ら
も
地
域
公
共
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
模
索
が
続
き
ま
す
。

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
所
す
る
わ
が

子
の
こ
と
を
思
い
、阿
南
市
と
の
合
併
時
に「
那

賀
川
町
に
路
線
バ
ス
を
走
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と

要
望
し
ま
し
た
。
私
自
身
も
３
年
前
に
頭
部
を

手
術
し
、
車
の
運
転
が
で
き
な
い
不
自
由
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ

　

日
ご
ろ
は
、
路
線
バ
ス
事
業
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
た
、
阿
南
市
一
円
に
お

い
て
通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
、
身

近
な
公
共
交
通
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
阿
南
バ
ス
に

身
を
も
っ
て
感
じ
た

路
線
バ
ス
の
あ
り
が
た
さ

ん
な
私
を
循
環
バ
ス
が
救
っ
て
く
れ
た
の

で
す
。
ま
た
、「
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

か
ら
」
と
応
募
し
た
愛
称
〝
ナ
カ
ち
ゃ
ん

号
〟
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
愛
着
も
人
一

倍
。
そ
の
あ
り
が
た
さ
を
身
を
も
っ
て
感

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
、
路
線
の
見
直
し
等
で
利

便
性
が
向
上
し
ま
し
た
が
、
バ
ス
を
必
要

と
す
る
人
に
合
っ
た
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
利
用

者
も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

路
線
バ
ス
は
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人

に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
生
活
の

足
で
す
。
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

方
に
も
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
は
、
皆
様
の
生
活
の
足
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
ま
ち

の
活
性
化
や
CO2
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化

防
止
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
路
線
バ
ス
事

業
は
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
を
強
い
ら
れ

て
お
り
、
安
心
・
安
全
で
地
域
に
根
ざ
し

た
阿
南
バ
ス
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
で
す
。
車
を

運
転
で
き
な
い
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、「
バ
ス
を
無
く
さ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
温
か
い
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
社
員
一

同
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
公
共
交
通
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

阿南市地域公共交通協議会
委員　吉岡 正俊 さん

（徳島バス阿南株式会社）
小川 美紀 さん（那賀川町）

市
民
の
理
解
と
応
援
が

地
域
公
共
交
通
を
育
て
る
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高齢者人口比率の推移

出典：四国の公共交通（国土交通省四国運輸局）

登下校に路線バスを利用する富岡小学校の児童の皆さん。
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